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内容の要旨および審査の結果の要旨
運動負荷テストは従来成人の虚血性心疾患の診断と管理に広く用いられており，小児にあって
も潜在性心疾患の発見に，また，不整脈，川崎病罹患後などの生活管理に欠かすことの出来ない
検査法となりつつあるが，いずれも負荷心電図を中心とするものであり，超音波パルス・ドップ
ラー法をもちいた小児についての検討はほとんど見当たらない。
著者は器質的心疾患を認めない小児12例について，心拍数の増加を目安とする自転車エルゴ
メーターによる動的運動負荷時の大動脈，肺動脈の血流波形を超音波パルス・ドップラー法によ
り経時的に記録し，最高血流速度（PFV），駆出時間（ＥＴ），一回拍出量（ＳＶ）を計測し，また，
川崎病罹患後，心電図，心臓カテーテル検査で異常を認めない小児10例については，心房ペーシ
ング法により心拍数の象を増加させた場合の血流波形についても同様な検討を加え以下の成績を
得た。
(1)自転車エルゴメーター運動負荷では，心拍数の増加に伴い大動脈，肺動脈でのPFV，ＳＶは共
に上昇した。今回の最大負荷（心拍数約50％増）では，安静時に比べ大動脈でのPFVの増加は
34.1±15.6％，肺動脈でのPFVの増加は20.5±１０．０％と大動脈により著しかった。ＳＶについても
有意ではないが同様な傾向が観察された。
(2)運動負荷時の大動脈のPFVの増加は肺動脈のPFVの増加に比し明らかに犬であったが，左心室
より右心室のETが長く，血流波形が大動脈では円錐形，肺動脈ではドーム形を呈すなどの連によ
り肺体血流量比は１に保たれる。
(3)運動負荷時のPFV増大の顕著なものほど血漿エピネフリンの増加が著しい傾向にあり，運動
負荷時の大動脈PFVの上昇の一因として内因性カテコーラミンの関与が推察された。
(4)これに対し，心房ペーシングによる心拍数の糸の増加に際しては，大動脈，肺動脈における
血流速度（PFV）には変化は見られず，心拍数増加に伴うＥＴの短縮のため，ＳＶは心拍数の増加に
つれ低下する傾向にあった。
最近，小児にあっても種々の心疾患，あるいは慢性疾患の管理に運動負荷テストが広く用いら
れる機運にある。本論文はその成績の解析に超音波パルス・ドップラー法をもちいることによ
り，それぞれ左心室，右心室の機能を反映すると考えられる大動脈，肺動脈の血流波形を非侵襲
的に,かつ連続的に評価する可能性を見いだしたものであり，個々の恵児について運動量の評価・
生活指導をより適正に行うための基礎となる成績と評価された。
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